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てきたが， これまでの報;』iと比絞して遜色のない

効果を確認できた．三叉神経1,iiに対するGKが保

険遮川となったことで， これまでの自,1,診旅と比

較し，悠背の負担は'l職lfされた．三叉神経浦は商

齢尚に多いり災雌であり,Wlliの|ｲ《|雌な唯例では

GKが良い適応である．

ll塊形成を施行された156例について，人l:硬膜使

川のｲ『無によ(）211に分け，その年齢，性別，入

院時GCS,術後1 4r llllf点でのmRS, #'l感染症

のｲｧ無についてii,lillliした．

【結果】 1561911 ! | ! ,人l加順使川榊106例,非使

川群501#llだった. 2II1:IIIIでは年齢，性別，人院時

GCS,術後1 1r l l時点でのmRSに{T意な雄は認

められなかった. #'l感染症の頻度は人1:硬脱使用

腓で13例(12%), 2例(4%)で， オッズ比

3.35 (95%CIO.73-15.48, 1)=0.0845)と有恵な

差は認めなかったものの，人[lilill蝋使川鮮で刺感

染症が多い似向がi偲められた．

【考察】人I:mill随はより瓶症例に使川される印

象があるが，本検『;､lでは販症度を反映すると考え

られる人|琉時GCSや術後1ヶ月時点でのmRS

に有意な蕊を認めず, JIt症度に関わらず自家組織

による砿II蝋形成をil:うことができていることが

示|唆された．実際に当院では, lril-iliiWII!の[l家

*ll縦を使川して十分なlilill塊形成を行うことがで

きている．人二l:liljll塊については刺感染症14.3%

と商い感染率の鯏告もあり，本検討でも人工lim膜

使用群でii'l感染症が多い|噸向が認められたこと

から，人工伽II蝋の使川には仙亜になるべきである

と考えられる．

12当院における人工硬膜の使用状況と関連合

併症についての検討

齋藤祥~: ・激l!f )Z･菊池文平

漉部 ll畠俊・庁藤 I1l彦・佐々木修

新潟'lilWi院脳神経外科

【背刺減圧開頭術時の砿||蝋形成では人工砿llf

が使川されることも少なくない．人]:li脳膜の順大

な合併症として#'l感染症が､剛侍されている．当|境

では2014年以降，人｣:limll側の使川を一・切'l'll:し，

自家*ll識による剛II蝋形成を行っている． この皮，

"IEIIM砿術時のl測l蝋形成について，人_l旦硬ll蝋使川

例と非使川例での#'l感染症合|脈について検討し

た．

【〃法】 2008年から2014年までの5年|H1で､脳

lllll:陣審または外側を原lklとして減圧|ﾙ1頭術, lili


